
CX/UXデザイン
サービスご紹介

そのお悩み、デザインで解決します！

デザイン思考・UXデザインアプローチといった手法を活用し、お客様のサービスやシステムの企画構想～

開発に向けた要件定義までをご支援します。カスタマー/利用者に着目し分析することによって、本質的な課題

を特定し、最も効果的に解決するための手段をデザインします。

こんなお悩みはありませんか？

• 業種横断的な数多くのプロジェクトに関わった経験豊富なデザイナーが参画します。

• ユーザ中心設計・デザイン思考を取り入れた仮説検証型プロセスで推進します。

• システムUIだけではなく、DXに向けたシステム提供価値や体験価値（業務・CX）に踏み込んだ変革をご支援します。

• プロジェクトやお客様のお悩みに応じた、最適なご支援を個別カスタマイズでご提案します。

変革に取り組むにあたって、将来あり
たい姿をワークショップ形式で共有/
合意することをご支援します。ありた
い姿の明確化によって、推進の方向性
を定めることが出来ます。

将来像策定

富士通の技術を用いたアイデア発想がで
きる「デジテク・カード」を活用した課
題解決アイデアの創出を、ワークショッ
プ形式でご支援します。

アイデア創出

デザイン思考による発想やコミュニ
ケーション重視のワークショップを実
施し、新規サービスの立案・具体化を
ご支援します。

次期システムで解決すべき課題や、
実現したい姿を設定。コンセプトを
明確化して、単純更改にとどまらな
い価値ある次期システムの企画をご
支援します。

システム企画構想

システムの新規構築やリプレースにおけ
る業務改善を図るため、あるべきUXを定
めたうえで要件やUIデザインの策定をご
支援します。

UXデザイン

CX/UXデザインの基礎知識や、活用
のために必要なスキル習得を教育形式
で支援し、プロジェクトへのCX/UX
デザインの円滑な導入を可能にします。

デザイン基礎教育サービス企画構想

次期システム更改で
提供価値向上を目指したい

デジタルテクノロジーを使った
企画を検討したい

新規サービスを
創出したい

システム刷新で
業務フローを改善したい

DXや業務変革に
取り組みたい

CX/UXデザインサービスの特長

CX/UXデザインの
基礎知識を身に着けたい

• ワークショップの設計、ファシリテーション、講師対応、グラフィックレコーディングのご相談も可能です。

様々なデザインアプローチ
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進め方の一例

進め方例・参加者の声
～企画・構想フェーズ：将来像策定・アイデア創出ワークショップの一例～

株式会社富士通鹿児島インフォネット

企画・構想フェーズの進め方の一例

実際の進め方は、プロジェクトやお客様のお悩みに応じた内容を個別カスタマイズで設計・ご提案します。

以下は、作業内容や期間のご参考として、企画・構想フェーズ：将来像策定・アイデア創出の進め方の一例です。

何を目的に本プロジェクトを推進し、どのような効果を得たいのかをしっかり考えた上で遂行する事が大切です。

実施後の効果

• ありたい姿を明確化する事でプロジェクト推進の方向性が定まり、

プロジェクト関係者が同じ方向を向いて推進することが出来ます。

• 優先的に取り組むべき課題が明確になり、それに対するアイデアを

検討できます。

• 今後前提条件等が変わる場合やエンハンス検討をする際にも、

アウトプットを活用し原点に立ち返る（元々の目的を見失わない）

事ができます。

• つい自分基準で物事を考えがちですが、ワークを通していったん

そこから離れて強制的にいろいろな立場から物事を想像してみると

また違った感想やアイデアがあるなと思いました。

• 将来像を策定することはもちろん、自身の考えを整理して言語化し

議論することで、実行へのモチベーションが高まったと感じました。

• 他部署の方も、最終的に目指しているゴールが同じだということを

改めて認識できました。ゴールを目指すために、どのような環境を

整えていけばいいのか考えることができました。

テクノロジーイノベーション事業部

ワークショップ結
果を、次工程へ繋
ぐためのインプッ
ト情報になるよう
に、まとめます。
（現状の課題や解
決するための施策、
来年度に向けた取
り組みなど。）

お客様へのインタ
ビュー等を通じ、
現行業務への理解
を深めると共に、
プロジェクトとし
て達成しなければ
ならないポイント
や、本質的な課
題・ニーズを抽出
します。

現行調査

1week

設定した課題やテーマを基に、専用の
ワークショップを設計します。予め準備
したインプット情報を元に、今後のある
べき姿の検討や、あるべき姿実現のため
の施策アイデアを検討できるよう、設計
します。
並行してワークショップ参加者との日程
調整などを行います。

2week

ワークショップ設計

zoomとmiroを利
用したオンライン
ワークショップを
開催します。ワー
クショップには、
現行業務に詳しい
方や、今後の施策
に向けた意思決定
ができる方にご参
加いただきます。

ワークショップ開催

1day

アウトプット作成

1week

調査結果をふまえ、
今回特に取り組む
べき課題やテーマ
を設定します。
テーマの中心とな
るペルソナや組織
を取り巻く変化な
どを整理し、効果
的な検討が行える
よう準備します。

1week

テーマ設定

進行スライドやワークボード

プロジェクト参加者の声 ※

※プロジェクトを特定できない形に一部文言を見直しています。
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